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１．里親類型 

里親類型については「ケアニーズへの支援内容など」で整理し、多様な類型を

構築することが必要。 

① 養育里親（一般レベル） 

② 専門養育里親（セミプロレベル：トラウマ、発達障害、愛着障害など） 

③ 高度専門養育里親（プロレベル：重複障害、医療的ケアなど） 

④ 短期・緊急対応里親（緊急保護型） 

⑤ 親子支援里親（親子支援型） 

⑥ 自立移行支援里親 

 

２．ファミリーホーム類型（ケアニーズに応じた専門的家庭支援拠点） 

こどもの多様なケアニーズに応じた専門的・地域支援拠点へ 

① ファミリーホーム（一般レベル：児童４人、乳幼児２～３人） 

② 専門ファミリーホーム（セミプロレベル：トラウマ、発達障害、愛着障害

など）現在スタッフ＋心理職 

③ 高度専門ファミリーホーム（プロレベル：重度トラウマ、重複障害、医療

的ケアなど）現在スタッフ＋心理職／看護職＋ファミリーソーシャルワー

カー 

④ 多機能地域連携型ファミリーホーム（ショートステイ、レスパイト。里親

支援、保護者支援など）現在スタッフ＋心理職＋ファミリーソーシャルワ

ーカー 

 

３．里親・ファミリーホームへの研修 

ケアニーズ対応力を育成する段階的・専門職的研修システムの構築が必要。 

（児童福祉司研修と同様に到達目標やカリキュラムを作成して実施） 

現行の認定・継続研修に加え、共通基礎研修（全里親共通）＋類型別専門研修 

任意参加研修から義務研修へ 

実践型 SV（スーパービジョン）による実践を振り返る継続支援 
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